
　　　　　　　　　主　　　　文

　　　　　本件上告を棄却する。

　　　　　上告費用は上告人の負担とする。

　　　　　　　　　理　　　　由

　上告代理人伊藤茂昭の上告理由について

　原審の適法に確定した事実関係のもとにおいては、上告人の契約準備段階におけ

る信義則上の注意義務違反を理由とする損害賠償責任を肯定した原審の判断は、是

認することができ、また、上告人及び被上告人双方の過失割合を各五割とした原審

の判断に所論の違法があるとはいえない。論旨は、ひつきよう、独自の見解に基づ

き原判決を論難するか、又は原審の裁量に属する過失割合の判断の不当をいうもの

にすぎず、採用することができない。

　よつて、民訴法四〇一条、九五条、八九条に従い、裁判官全員一致の意見で、主

文のとおり判決する。
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